
ヘルプマークとは
外見からはわからなくて
も、援助や配慮が必要な
方が周囲の方に援助等を
必要としていることを知
らせることで、援助を得
やすくなるよう、作成し
たマークです。

。

【目的】共生社会の実現に向けた効果的な取組等を検討するための現状把握

【調査対象者】駅頭など街頭での聞き取り調査・オンラインでのパネル調査（回答者数1,326人）

【調査時期】令和６年８月～９月

【主なアンケート項目】

・周囲に援助や配慮を求めやすくするために必要なこと ・ヘルプマークの認知度

・援助や配慮を受けやすい空間について（空間があった方がよいか、空間にあった方がよい工夫）

アンケート調査概要

調査結果①
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共生社会の実現に向けた都立大との共同研究（中間報告） ①アンケート調査
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周囲の人がYoutubeやオンデマンド動画で、

具体的な援助や配慮の方法を学ぶこと

援助や配慮を求めやすくする機器・道具の開

発や普及

特にない

社内研修などを通じた、援助や配慮が

必要な方々に関する普及啓発

周囲の人が援助する意思を示す物を身につ

けること

本人が周囲に助けを求めるための伝え方を

学ぶこと

ポスターやテレビCM等を通じた、

援助や配慮が必要な方々に関する普及啓発

周囲の人が学校教育を通じて、

具体的な援助や配慮の方法を学ぶこと

ヘルプマークの普及啓発

（１）周囲に援助や配慮を求めやすくするために必要なこと
（複数回答） n=1,326
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意味も含めて知っている 見たことや聞いたことはあるが、詳しい意味は知らない まったく知らない

n=1,318（性別不明8名除く）
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（２）ヘルプマークの認知度（性別・年齢階級別）



調査結果②

n=1,326

n=1,175

（３）援助や配慮を受けやすい空間※はあった方がよいか

援助や配慮を受けやすい空間にあった方がよい工夫（複数回答）
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その他

困っている理由をすぐに示すことができる指さしカードのような

道具がある

誰かの助けを呼べる緊急連絡ボタンが設置されている

居合わせた人々が援助や配慮を行いやすいよう、援助方法

などをイラストにしたポスターが貼られている

施設のスタッフが、どのような援助や配慮（例：手話、英語、荷

物サポート）をできるか一目でわかる目印をつけている

座席（ベンチ等）に「困っている方優先」の表示がされている

※公共交通機関における優先席スペース設置、市役所の誰でも休憩室 等

2

①そのような空間が必要

だと思った経験があり、

あったほうがよいと思う

42.6%(565人)②そのような空間が必要だ

と思うような経験はない

が、あったほうがよいと思う

46.0%(610人)

なくてよい

4.6%(61人)

わからない

6.5%(86人)

不明 0.3%(4人)

※①と②を合わせて1,175人



共生社会の実現に向けた都立大との共同研究（中間報告） ②実証実験

実証実験概要

【目的】令和６年８月～9月に実施したアンケート調査結果を踏まえ、効果的と考えられる取組の有効性を検証

【調査対象者】東京都主催イベント「みみカレッジ」来場者255名（速報値） うち、アンケート回答者 122名

支援しますマーク着用協力者25名（スタッフ、来場者）

【調査時期】令和６年11月23日（土曜日）

【実証実験内容】①イベント会場内に「支援しますマーク」を着用した協力者を配置し、効果を検証

②休憩スペースやベンチに「困っている方優先」表示を掲示し、効果を検証

3

支援しますマーク

困っている方優先表示

困っている方優先



実証実験結果

支援しますマークを着けてみた印象

●支援したいという気持ちになり、周囲に気を配るような意識を持った。 ●困っている人に声かけしやすくなった。互いに声かけしやすくなると思う。

●「お助けします」との人と認識してもらえ、マークがない時より気軽に声をかけてくださる方が多かった印象 ●もっと多くの人に広まればよいと思った。

どのような時に着けたいか

●特定のイベントやボランティアに参加した時

●限られたイベント

●要支援者が多く来られそうなイベント参加時

●多くの人が集まる所、駅、観光地など

●多くの人が集まるようなイベント時

イベント来場者アンケート

協力者アンケート
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良い

82.8%(101人)

なくて良い

8.2%(10人)

無回答

9.0%(11人)

「困っている方優先」の表示について

どう思うか

n=122

良い

83.6%(102人)

なくて良い

8.2%(10人)

無回答

8.2%(10人)

「困っている方優先」の表示が

他の場所にもあったらよいか

n=122

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

着けたくない(0人)

無回答(2人)

外出時は常に着けて手助けしたい(4人)

その他、自分がつけたいときに着けて手助けしたい(7人)

外出時、今日のようなイベントでは着けて手助けしたい(13人)

街中でも着けて支援する意思を示したいか（複数回答） n=25

n=25

n=25

0% 20% 40% 60%

無回答(2人)

その他(2人)

とても困っていて助けを求めざるを得ない

状況だったから(5人)

イベントスタッフが近くにいたから(10人)

イベントに参加し、周囲に助けを求めた理由

（複数回答）
n=18

※なお、選択肢のうち、「相手側から声をかけてくれたから」、「(近くに援助や支援等を
促すポスター等があり）助けを求めやすい雰囲気だったから」、「『支援しますマーク』を
着けた人がいたから」については、回答がなかった
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